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2012年4月12日

各　地本・単組・総支部　委員長　様
自治労北海道本部
執行委員長　　山上　潔
第33回全国保育集会の開催について（その１）

　連日の取り組みに対し敬意を表します。
　さて、今回で第33回目を数える全国保育集会については、8月3日～5日の日程で高知県高知市で開催されます。各地本・単組・総支部におかれましては大変お忙しい時期とは思いますが、全国保育集会への積極的な参加をお願いいたします。
　本集会では実践レポートに基づいた討論(２日目分科会)が予定されており、各県から２本以上のレポート提出が求められております。レポート提出につきましては、道本部社会福祉評議会内でも議論をいたしますが、各単組の保育所・幼稚園・学童・児童館等の関係職場(者)のみなさまの積極的なご協力をお願いします。
　参加申し込みにつきましては、分科会等の詳細が決定した後に行います。申込書を添付した発文（その2）は5月中旬ごろを予定しておりますので、予めご了承ください。
記

1．集会概要
○集　会　名　「自治労第33回全国保育集会」
○キャッチコピー　「よってきいや　はなしてみいや　土佐の夏　熱く未来を語るぞね」
○予定総参加数　　1500人程度
○集会のねらい　　3月30日、政府が「子ども・子育て新システム関連法案」を閣議決定したことをうけ、この制度の理念である、すべての子どもが尊重され、その育ちが等しく確実に保障される取り組みを、保育集会を通じて現場から創りあげる。
2．開催日時　　　2012年8月3日（金）１3時00分（受付開始12：00）～　5日（日）12時00分まで（フィールドワークを除く）
3．会　　場
○8月3日：第1日目の全体会場　　高知県立県民文化ホール
高知県高知市本町4丁目3－30　℡088-824-5321　Fax088-875-2003
http://kochi-bunkazaidan.or.jp/~hall/access.html
○8月4日・第２日目の分科会会場　　高知市内の公共施設、ホテル等に分散
○8月5日・第３日目の分科会会場　　高知市内の公共施設、ホテル等に分散 

4．日程概要　(内容が変更になる可能性があることをご了解ください)
＜第1日目･8月3日(金)＞
13:00～14:00　あいさつ
地元アトラクション
基調報告
14:15～15:15　記念講演：「子ども・子育て新システムについて（仮）」　講師：内閣府　村木厚子政策統括官（予定）
15:15～17:15　シンポジウム：「現場から創る子ども・子育て新システム（仮）」
17：15　全体会閉会
17:30～19:00　男性保育士交流会（希望者のみ・軽食あり）
＜第２日目･8月4日(土)＞　※　内容の詳細は発文その2でお知らせします
9：30 ～12：00　分科会(９テーマ)
12：00～13：00　昼食休憩
13：00～16：30　グループ討論など
＜第３日目･8月5日(日)＞　※　内容は発文その2でお知らせします
分科会・ステップアップ講座・ワークショップ　：9：30 ～12：00　（予定）
フィールドワーク（4コース）：コースによって集合・終了時間が異なります。所要時間はコース別に約5時間から8時間となります。最長コースにおいても、16時25分東京行きの飛行機に間に合うよう高知龍馬空港、その後高知駅に着けるよう調整しております。 
5．参加費　　おひとり　7,000円（予定）
（内訳：資料代3,500円、２日目昼食代1,000円、会場費等2,500円）
※　宿泊費等は別途になります。
＜その他で掛かる費用＞　※　具体的な金額など詳細は、発文その２にてお知らせします。
（注１）男性保育関係職員交流会への参加費は、別途1,000円（予定）となります。
（注２）また、ワークショップ等の講座によっては別途教材費が発生することがあります。
（注３）３日目のフィールドワークへ参加される場合、参加費（バス代、施設入場料等）が発生します。
（注４）集会期間中、保育・学童保育をご希望される場合、１日につき子ども１人4,000円（予定）となります。なお、半日の場合でも１日の取り扱いとなります。
（注５）注1～4で掛かる費用については、参加費とともに自治労旅行センターから請求を行います。
6．宿泊関係　 詳細は発文その2でご案内いたします。
7．参加申し込み･締め切り　詳細は発文その2でご案内いたします。
8．宿泊費･参加費等のお支払い
参加申込集約後に、各単組へ請求書を送付いたします。原則、集会当日に現金の授受は行いません。
9．旅費負担対象(本部枠参加者)
集会運営を担っていただく本部枠参加者として、講師、助言者、保育部会幹事の旅費･参加費については本部負担とし、宿泊は本部宿舎にて一括で確保いたします。
10．集会期間中の保育および学童保育について
集会期間中に保育･学童保育を行います。詳細は発文その2でご案内いたします。
11．職場や組合での実践レポート要請
本年度も各単組・総支部からの積極的なレポート提出をお願いいたします。集会２日目の各分科会構成は、各県、単組からの実践レポートを中心に行われる予定です。各県本部で２本以上の提出が求められておりますので、ご協力をお願いいたします。レポート集は、議案書とともに当日の集会資料として配布されます。
(1)レポートの内容例　※下記以外のテーマでもかまいません。
・保育関係職場の民営化、民間移譲、統廃合問題に対する実践的取り組み
・子育ちの幼保一元化に向けた実践的取り組み
・乳児保育、延長保育、休日保育拡充の実践的取り組み
・待機児童問題の解決に向けた実践的取り組み
・子育て支援センター機能、一時保育など、地域に開かれた保育所の子育て支援の実践的取り組み
・市町村の子育て支援、保育所の情報提供の取り組み
・「子どもの権利」具体化の取り組み
・解放保育、障害児保育の取り組み
・多文化(国籍や民族、生活習慣など)共生の保育所の取り組み
・アトピー、アレルギー食など食の改善の取り組み
・環境教育、環境保育の取り組み
・保育関係職場での労働安全衛生体制充実への取り組み
・児童館･学童保育の取り組み
・その他、諸課題に対する職場、単組の取り組みについて
(2)書式と文字数、添付資料
・原稿は、Ａ4サイズ(2枚～5枚程度)でお願いいたします。
・原稿のはじめに、①表題、②県本部･単組名、③文書の責任者(執筆者)を、必ず記入してください。
・添付資料がある場合、その分量は原稿を補足する程度でお願いいたします。
(3)原稿･資料送付先
①電子メールでの送付の場合
データはMicrosoft Word(ワード方式)、もしくはテキストデータで作成したものに限ります。
道本部総合政策局社会福祉担当　高田　宛て　メールアドレス　takada@jichiro-hokkaido.gr.jp
②やむをえず郵送による場合
〒060-0806　札幌市北区北6条西7丁目　自治労北海道本部　総合政策局　高田　宛て
(4)提出期限
レポート提出の締め切りは、2012年6月27日（水）必着でお願いいたします。以降到着分につきましては、冊子掲載できない旨ご了承ください。
12． その他　　その他、ご不明な点については、道本部総合政策局（相内・高田）まで、お問い合わせください。　(TEL：011-747-3211)
以　上
